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お
ん
じ
し�

め
ん�

じ
し�

��������� ��　
会
長
は
、
自
治
会
長
が
交
代
で
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
4
〜
5
年
前
か
ら
固
定
し
、

規
約
整
備
や
収
支
決
算
も
し
て
い
ま
す
。�

　
獅
子
舞
は
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
。

家
の
浦
自
治
会
の
約
30
軒
で
守
り
続
け
て

い
ま
す
。�

�

　
青
年
は
、
昔
は
中
学
か
ら
稽
古
獅
子
を

遣
っ
て
い
ま
し
た
。
低
い
姿
勢
が
し
ん
ど

く
て
頭
が
あ
が
っ
て
く
る
と
、
先
輩
に
頭

を
油
単
の
上
か
ら
太
鼓
の
バ
チ
で
思
い
切

り
し
ば
か
れ
て
痛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
今
は
当
然
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま

せ
ん
が
ね
（
笑
）�

�

　
太
鼓
打
ち
は
、
唐
子
衣
装
を
身
に
着
け

た
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
3
人
で
行
い
ま
す
。
昔
は
男
子
の

み
で
し
た
が
最
近
は
そ
う
で
も
な
く
、
今

年
は
女
子
の
み
。
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
ん
で
ね
。�

�

　
雄
獅
子
は
、
頭
と
油
単
で
10.

5
kg
、
雌

獅
子
で
も
10�
kg
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
特
に

油
単
は
全
身
に
金
糸
で
刺
繍
が
入
り
と
て

も
重
い
。
演
舞
時
間
は
20
分
程
度
で
、人（
獅

子
）の
一
生
を
表
し
て
い
ま
す
。
1
頭
を
2

人
で
遣
い
、
半
分
の
時
間
で
前
後
交
代
し

ま
す
。
後
ろ
の
人
が
う
ま
か
っ
た
ら
遣
い

や
す
い
ん
で
す
よ
。�

　
今
年
は
春
に
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
な
ど

も
あ
っ
た
の
で
、
練
習
は
6
月
頃
か
ら
始

め
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は
9
月
に
入
っ
て
か

ら
の
月
曜
か
ら
金
曜
の
夜
に
行
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
一
時
獅
子
が
途
絶
え
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
若
手
も
伝
統
が
途
絶
え
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
家
の

浦
の
獅
子
は
昔
な
が
ら
の
使
い
方
で
低
く

低
く
遣
い
ま
す
。
最
近
の
よ
う
に
頭
を
高

く
持
ち
上
げ
て
派
手
に
見
せ
た
り
は
し
ま

せ
ん
が
、各
方
面
か
ら
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、

見
て
も
ら
え
る
機
会
が
多
い
の
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
東
京
タ
ワ
ー
や
首
相

官
邸
、
国
立
劇
場
で
も
演
舞
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
次
は
京
都
で
で
き
た
ら
い

い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
京

都
は
古
都
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）�

は
い�

　
家
浦
二
頭
獅
子
舞
の
起
源
は
大
変
古
く
、

聖
武
天
皇
の
神
亀
年
間
（
7
2
4
〜

7
2
9
年
）
に
船
越
八
幡
宮
に
御
神
霊
が
、

御
還
座
さ
れ
た
際
に
、
家
の
浦
の
獅
子
が

お
供
を
つ
と
め
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
猛
々
し
く
勇
壮
な
舞
い
振

り
は
武
道
の
流
れ
を
く
み
、
流
儀
は
『
古

流
小
笠
原
匍
獅
子
』と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
古
く
は
、神
事
だ
け
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
除
災
招
福
、五
穀
豊
穣
、家
内

安
全
な
ど
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

国
　
　
　
宝�
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県
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形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
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重
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文
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文
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本
山
寺
本
堂
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
本
堂
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�

2
　
本
山
寺
二
王
門
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
二
王
門
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

3
　
覚
城
院
鐘
楼
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

覚
城
院
鐘
楼
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

������

4
　
常
徳
寺
円
通
殿
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
円
通
殿
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

5
　
勝
造
寺
層
塔
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

勝
造
寺
層
塔
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

6
　
本
山
寺
鎮
守
堂
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
鎮
守
堂
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�

7
　
石
造
五
輪
塔
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

石
造
五
輪
塔
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

8
　
賀
茂
神
社
の
注
連
石
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
の
注
連
石
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

9
　
石
造
層
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

石
造
層
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�
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10
　
本
門
寺
開
山
堂
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

本
門
寺
開
山
堂
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�
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花
立
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

花
立
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

12
　
新
田
神
社
本
殿
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

新
田
神
社
本
殿
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

13
　
宝
光
寺
観
音
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

宝
光
寺
観
音
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

14
　
田
井
の
薬
師
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

田
井
の
薬
師
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

15
　
石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

16
　
履
脱
八
幡
神
社
本
殿
…
…
…
（
仁
尾
町
）

履
脱
八
幡
神
社
本
殿
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

17
　
鉾
八
幡
宮
・
財
田
の
碑
…
…
（
財
田
町
）

鉾
八
幡
宮
・
財
田
の
碑
…
…
（
財
田
町
）�

18
　
大
久
保
　
之
丞
顕
彰
碑
…
…
（
財
田
町
）

大
久
保
　
之
丞
顕
彰
碑
…
…
（
財
田
町
）�
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19
　
一
石
一
字
宝
塔
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

一
石
一
字
宝
塔
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

20
　
財
田
和
泉
守
常
久
の
墓
…
…
（
財
田
町
）

財
田
和
泉
守
常
久
の
墓
…
…
（
財
田
町
）�

21
　
粟
島
達
磨
窯
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

粟
島
達
磨
窯
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

���

22
　
絹
本
著
色
八
相
涅
槃
図
…
…
（
仁
尾
町
）

絹
本
著
色
八
相
涅
槃
図
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

23
　
絹
本
著
色
十
三
仏
図
…
…
…
（
高
瀬
町
）

絹
本
著
色
十
三
仏
図
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

24
　
麻
布
著
色
釈
迦
六
大
菩
薩
十
六
羅
漢
図
（
詫
間
町
）

麻
布
著
色
釈
迦
六
大
菩
薩
十
六
羅
漢
図
（
詫
間
町
）�

���

25
　
木
造
不
空
羂
索
観
音
坐
像
…
（
高
瀬
町
）

木
造
不
空
羂
索
観
音
坐
像
…
（
高
瀬
町
）�

����� ��

▲唐子の衣装は今も同じに（昭和5年に撮影）�

インタビュー�

家浦二頭獅子舞保存会�
会長　岡田旭倫さん�

▲先輩方に負けないようにこれからもがんばります�

家
浦
二
頭
獅
子
舞
を
見
る
に
は�

�

日
時  

10
月
4
日（
日
）午
後
1
時
ご
ろ�

場
所  

船
越
八
幡
宮（
詫
間
町
大
浜
）境
内�

�

日
時  

10
月
12
日（
月
／

祝
）午
後
1
時
ご
ろ�

場
所  

大
将
軍
神
社
（
仁
尾
町
家
の
浦
）�

　
　  

境
内�

▲笛や太鼓、摺鉦に合わせて雌雄ニ頭の獅子が勇壮闊達な舞いを披露�
かったつ�すりがね�

からこ�

け
い
こ�

ゆ
た
ん�

か
ら
こ�

し
し
ゅ
う�

特集  三豊市の文化財�前編�
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�

　
三
野
町
吉
津
に
あ
る
八
柱
神
社
の
秋
の
祭

礼
で
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
は
奉
納
さ
れ
ま
す
。�

　
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
は
、
今
か
ら
4
0
0
年

ほ
ど
前（
江
戸
時
代
前
期
）に
、
仁
尾
・
詫
間

地
域
か
ら
そ
の
技
法
が
伝
え
ら
れ
、
吉
津
地

区
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
現
在
は
、
北
村
・
正
本
・
大
原
・
谷
円
の
4
組

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
組
と
も

雄
と
雌
の
2
頭
の
獅
子
、
大
太
鼓
2
つ
、
陣

太
鼓
4
つ
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン（
銅
拍
子
）
2
つ

で
演
舞
し
、
北
村
・
大
原
は
笛
も
使
い
ま
す
。�

　
獅
子
頭
は
、
雄
は
頭
髪
が
茶
色
で
、
雌
は

黒
で
す
。
胴
体
に
あ
た
る
油
単
は
獅
子
組
に

よ
っ
て
黒
・
赤
・
茶
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な

り
ま
す
。�

　
獅
子
舞
の
芸
は
、幼
年
期（
無
邪
気
な
獅
子

と
太
鼓
打
ち
が
戯
れ
る
）・
思
春
期（
雌
が
背

返
り
な
ど
細
か
な
姿
を
見
せ
、
雄
が
威
厳
に

県
指
定
有
形
文
化
財�

重
要
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�
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木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
…
…
（
豊
中
町
）�

�
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木
造
帝
釈
天
立
像
…
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
帝
釈
天
立
像
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

28
　
木
造
天
台
大
師
坐
像
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
天
台
大
師
坐
像
…
…
…
（
山
本
町
）�
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木
造
薬
師
如
来
坐
像
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
薬
師
如
来
坐
像
…
…
…
（
山
本
町
）�
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木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�

32
　
木
造
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像
…
（
高
瀬
町
）

木
造
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像
…
（
高
瀬
町
）�

33
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
木
造
観
音
菩
薩
立
像
・

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
木
造
観
音
菩
薩
立
像
・�

　
　
　
　
木
造
勢
至
菩
薩
立
像

木
造
勢
至
菩
薩
立
像
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�
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木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
山
本
町
）�
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木
造
千
手
観
音
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
千
手
観
音
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）�
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木
造
善
女
龍
王
像
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
善
女
龍
王
像
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
愛
染
明
王
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
愛
染
明
王
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�
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木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�

40
　
塑
造
釈
迦

塑
造
釈
迦�

　
　
涅
槃
像
…

　
　
涅
槃
像
…�

　
　
（
三
野
町
）

　
　
（
三
野
町
）�

�����

41
　
木
造
十
一
面
観
音
立
像
…
…
（
三
野
町
）

木
造
十
一
面
観
音
立
像
…
…
（
三
野
町
）�
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本
地
仏
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

本
地
仏
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

43
　
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�

44
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�

45
　
木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）�
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木
造
薬
師
如
来
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
薬
師
如
来
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�

47
　
木
造
木
造�

　
　
獅
子
頭
…

　
　
獅
子
頭
…�

　
　
（
豊
中
町
）

　
　
（
豊
中
町
）�
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銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�

49
　
木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�

50
　
木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
財
田
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
財
田
町
）�

51
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
仁
尾
町
）�

52
　
木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

53
　
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
…
…
…
（
三
野
町
）

銅
造
観
音
菩
薩
立
像
…
…
…
（
三
野
町
）�

���

54
　
金
銅
五
鈷
鈴
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

金
銅
五
鈷
鈴
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�����

55
　
石
燈
籠
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
燈
籠
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

56
　
木
造
大
興
寺
扁
額
…
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
大
興
寺
扁
額
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

�

57
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

58
　
石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

59
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

市
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

�

間
ほ
ど
で
す
。
時
間
的
に

は
長
い
の
で
す
が
、
雄
獅

子
と
雌
獅
子
が
別
の
動
き

を
舞
う
の
で
、
一
方
が
舞

っ
て
い
る
間
に
一
方
は
休

ん
で
い
ま
す
（
笑
）�

��

　
獅
子
を
始
め
た
こ
ろ
は

満
足
に
舞
え
な
い
の
で
本

獅
子
（
祭
り
本
番
で
使
う

獅
子
）
を
触
ら
せ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
3
年

間
は
古
い
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
た
練
習
用
の
獅
子
頭
や

太
鼓
の
バ
チ
を
2
本
手
に

持
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
ま
と
も
に
舞
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
4
年

目
。
そ
の
こ
ろ
に
や
っ
と

本
獅
子
を
触
ら
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
触
ら
せ
て
も
ら
っ

た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
（
笑
）�

�

　
昭
和
天
皇
が
四
国
巡
幸

に
来
ら
れ
た
際
に
見
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
勅
許
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。�

�������

　
地
元
の
八
柱
神
社
へ
の

奉
納
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
催

し
物
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、

4
獅
子
組
で
順
番
に
出
演

し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
も
あ
る
の
で
、
依

頼
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限

り
は
お
応
え
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。�

�

　
獅
子
の
遣
い
手
は
、
45

歳
で
定
年
で
す
。
地
元
の

若
い
衆
が
が
ん
ば
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
先

も
子
や
孫
の
末
代
ま
で
獅

子
舞
を
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
獅
子
舞
は
、
伝
統
だ
け

で
な
く
、
み
ん
な
の
絆
を

強
く
し
ま
す
。
親
子
ほ
ど

年
が
離
れ
た
者
が
寄
っ
て

話
を
し
た
り
、
集
ま
っ
た

り
す
る
場
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
大
変
い
い
こ
と
。

獅
子
を
通
じ
て
世
代
を
超

え
た
交
流
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。�

�������� ���

　
前
任
者
が
退
く
時
に
、
無
形
民
俗
文

化
財
指
定
申
請
当
時
の
話
を
知
っ
て
い

る
の
が
、
も
う
自
分
だ
け
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も
と
獅
子
が

大
好
き
で
し
た
し
、
父
が
申
請
を
行
っ

た
関
係
も
あ
っ
て
、
な
ん
と
か
昔
の
ま

ま
の
形
で
残
し
て
い
き
た
か
っ
た
の
で
、

代
表
を
引
き
受
け
ま
し
た
。�

インタビュー�
吉津夫婦獅子舞保存会�
代表　大西　明さん�

満
ち
た
よ
う
な
勇
壮
な
振
る
舞
い

を
魅
せ
る
）・
青
年
期（
2
頭
が
結

ば
れ
る
）・
壮
年
期（
落
ち
着
き
を

見
せ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
と
こ
ろ
を

演
じ
る
）・
老
年
期（
神
の
御
前
に

平
伏
す
る
）を
順
に
演
舞
し
、獅
子

の
一
生
を
表
現
し
ま
す
。大
正
時
代

は
4
組
と
も
獅
子
は
1
頭
で
、2

頭
使
う
夫
婦
獅
子
に
な
っ
た
の
は

昭
和
の
始
め
の
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。�

　
こ
の
辺
り
の
獅
子
は

す
べ
て
小
笠
原
流
で
す

が
、
特
に
正
本
は『
七

宝
系
小
笠
原
流
』と
呼

ん
で
い
ま
す
。
獅
子
頭

は『
猫
獅
子
』と
言
っ
て
、

顔
に
毛
が
生
え
て
牙
の

間
に
小
さ
な
歯
が
生
え

て
い
ま
す
。�

　
1
回
の
演
舞
は
40
分

吉
津
夫
婦
獅
子
舞
を
見
る
に
は�

�

日
時
　
10
月
4
日（
日
）午
後
2
時
30
分�

場
所
　
八
柱
神
社（
三
野
町
吉
津
）境
内�

き
ず
な�

▲獅子頭は雄が茶色、雌が黒色�

▲八柱神社では4組の獅子舞の共演が見られます�

特集  三豊市の文化財�前編�

や
つ
は
し
ら�

ち
ょ
っ
き
ょ�
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▲神事は御神船が町内巡行している間に執り行われます�

▲全員が裃に身を包み、厳粛な中で行われています�

市
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
無
形
文
化
財�

●�●�●�●����●��●����●���������●�●�●�●�●�●�●�●����●������●�������●�������������●��●�●�●����●� 60
　
陶
製
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

陶
製
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

61
　
大
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

大
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

62
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

63
　
双
盤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

双
盤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

64
　
仏
説
観
仏
三
昧
海
経

仏
説
観
仏
三
昧
海
経 

巻
第
二

巻
第
二（
三
野
町
）

三
野
町
）�

�

65
　
大
埜
村
両
社
記
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

大
埜
村
両
社
記
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

���

66
　
秋
山
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

秋
山
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

��������

67
　
覚
城
院
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

覚
城
院
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

68
　
賀
茂
神
社
文
書
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
文
書
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

69
　
常
徳
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

70
　
熊
岡
八
幡
宮
文
書
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

熊
岡
八
幡
宮
文
書
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

71
　
本
門
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

本
門
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

72
　
森
家
文
書
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

森
家
文
書
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

73
　
白
井
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

白
井
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

74
　
安
藤
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

安
藤
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

���

75
　
妙
音
寺
出
土
古
瓦
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

妙
音
寺
出
土
古
瓦
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�����
76
　
縄
文
土
器

縄
文
土
器�

　
　
（
詫
間
町
）

　
　
（
詫
間
町
）�

�����

77
　
ス
ギ
ヤ
マ

ス
ギ
ヤ
マ�

　
　
ゾ
ウ
の

　
　
ゾ
ウ
の�

　
　
象
牙
化
石

　
　
象
牙
化
石�

　
　
…
（
山
本
町
）

　
　
…
（
山
本
町
）�

���������

78
　
本
山
寺
蔵
経
文
板
木
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
蔵
経
文
板
木
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�

79
　
吉
祥
院
蔵
棟
札
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

吉
祥
院
蔵
棟
札
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

80
　
名
部
戸
天
満
宮
奉
納
算
額
…
（
詫
間
町
）

名
部
戸
天
満
宮
奉
納
算
額
…
（
詫
間
町
）�

81
　
青
い
目
の
人
形
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

青
い
目
の
人
形
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

82
　
大
辻
の
鋳
物
製
造
法
…
…
…
（
山
本
町
）

大
辻
の
鋳
物
製
造
法
…
…
…
（
山
本
町
）�

県
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

�

来
月
号
は
、�

『
讃
岐
源
之
丞
保
存
会
』�

『
生
里
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
大
浜
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
粟
島
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
彌
与
苗
踊
保
存
会
』の
皆
さ
ん
を
紹
介

　
10
月
は
市
内
各
地
で
五
穀
豊
穣
を
祈
っ

て
秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
隣
の
お
祭
り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

文
化
的
な
視
点
で
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
が
表
れ
て
い
て
、
新
し

い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
12
月
号
か
ら
は
、
三
豊
市
の
文
化
財
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

�

　
賀
茂
神
社
は
、
京
都
・
賀
茂
神
社
の
御

分
霊
を
応
徳
元
年（
1
0
8
4
年
）に
蔦
島

に
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
し

ば
ら
く
し
て
現
在
地
に
鎮
座
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
長
床
の
神
事
は
、
賀
茂
神
社
の
祭
礼
の

当
日（
10
月
の
第
2
日
曜
日
）に
御
神
船
が

町
内
巡
行
に
出
発
し
た
後
に
、
長
床
と
い

う
建
物
内
で
行
わ
れ
ま
す
。�

　
正
面
に
年
寄
、
左
右
の
両
脇
に
頭
人
が

座
り
、
舞
酌
と
称
す
る
裃
を
着
た
6
人
の

子
ど
も
が
酌
を
し
て
い
き
、
さ
ら
に
謡
曲

の
『
蔦
加
茂
』
が
謡
わ
れ
ま
す
。
や
が
て
、

御
神
船
が
鳥
居
ま
で
戻
る
と
ハ
ナ
デ
ン
（
天

狗
）
が
長
床
に
行
き
、
「
御
神
船
が
帰
っ
て

き
た
の
で
、
早
く
出
迎
え
る
よ
う
に
」
と

催
促
し
ま
す
。
し
か
し
、
年
寄
も
頭
人
も

も
て
な
し
が
、
ま
だ
十
分
で
な
い
と
追
い

返
し
ま
す
。
こ
れ
を
七
度
半
繰
り
返
し
た

あ
と
、
年
寄
と
頭
人
が
御
神
船
を
迎
え
ま
す
。�

　
9
月
1
日
に
オ
ク
ジ
イ
レ（
く
じ
引
き
）

を
行
い
、
頭
屋
の
中
か
ら
頭
人
5
人
を
く

じ
で
選
び
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
一
度

な
っ
た
ら
同
じ
人
は
な
れ
な
い
規
則
や
、

な
り
手
不
足
で
5
人
を
選
ぶ
の
も
大
変（
笑
）�

　
神
事
の
お
世
話
を
す
る
年
寄
の
定
数
は

10
人
で
す
が
、
現
在
は
7
人
で
す
。
年
寄
は
、

頭
人
の
経
験
者
の
中
か
ら
決
ま
り
、
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
す
べ
て
を
取
り
し
き
り

ま
す
。
年
中
を
通
し
て
、
落
ち
葉
か
き
、
草

抜
き
な
ど
神
社
境
内
の
維
持
管
理
も
し
て
い

ま
す
。�

�

　
こ
の
神
事
の
特
徴
は
五
苗
と
呼
ば
れ
る
特

定
の
家
か
ら
選
ば
れ
た
10
人
の
年
寄
と
5
人

の
頭
人
に
よ
っ
て
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
神
事
の
内
容
も
県
内
に
は

例
が
な
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
な
り
手
不
足
の
現
状
に
対

応
す
る
た
め
、
数
年
前
よ
り
五
苗
制
度
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
氏
子
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

　
年
寄
も
頭
人
も
、
い
か
に
後
継
者
を
見
つ

け
て
伝
え
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

時
代
に
対
応
し
て
、
少
し
で
も
や
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
ね
（
笑
）�

�

�������� �　
私
は
、
退
職
後
37
年
振
り
に
仁
尾
へ
戻

っ
た
平
成
12
年
に
保
存
会
へ
入
り
、
今
年

で
9
年
目
に
な
り
ま
す
。�

�

　
も
と
も
と
は
、
讃
岐
守
護
職
細
川
氏
の

使
者
を
接
待
し
て
も
て
な
し
た
こ
と
が
元

と
な
っ
た
神
事
な
の
で
厳
粛
な
中
で
行
わ

れ
ま
す
。
神
霊
を
乗
せ
た
御
神
船
が
神
社

を
出
て
町
内
を
巡
行
し
、
戻
る
ま
で
の
1

時
間
半
ほ
ど
で
行
い
ま
す
。�

インタビュー�
賀茂神社長床神事保存会　�
代表　塩田富雄さん�

※
来
月
号

※
来
月
号
で
は
、有
形
民
俗
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財
・
無
形
民

無
形
民

俗
文
化
財

俗
文
化
財
・
記
念
物

記
念
物（
史
跡
史
跡
、名
勝
名
勝
、天
然
記
念

天
然
記
念

物
）・
登
録
有
形
文
化
財

登
録
有
形
文
化
財
の
一
覧
を
覧
を
掲
載
掲
載
し
ま
し
ま
す
。�

▲ハナデン（天狗）は七度半使いをします�

賀
茂
神
社
長
床
神
事
を
見
る
に
は�

�

日
時
　
10
月
11
日（
日
）午
前
10
時
頃�

場
所
　
賀
茂
神
社
（
仁
尾
町
）
境
内�

　今回の特集でも引用・参考にした
『三豊市の文化財』。市内に所在す
る文化財１７７点のすべてをカラー写
真と文章で分かりやすく紹介してい
ます。�

▲問い合わせ　生涯学習課　☎ 6 2 - 1 1 1 3

1冊1,000円�
フルカラー　全164ページ　Ａ4版�

ま
つ�

つ
た
か
も�

ご
し
ん
せ
ん�

ま
い
じ
ゃ
く�

と
う
に
ん�

と
し
よ
り�

な
な
た
び
は
ん�

と
う
や�

ご
み
ょ
う�

や

よ

な

�

さ
ぬ
き
げ
ん
の
じ
ょ
う�

な
ま
り�

特集  三豊市の文化財�前編�

かみしも�
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�����　
１４
日
 
洞
爺
湖
町
「
花
美
館
」

「
海
の
華
」
　
洞
爺
湖
町
で
は
、

廃
棄
物
処
理
問
題
に
焦
点
を
当
て
、

こ
れ
ら
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

確
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
限

り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
や
確
保

を
実
践
す
べ
く
、
平
成
15
年
6
月

に
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
花
美

館
」
や
漁
業
系
廃
棄
物
処
理
施
設

「
海
の
華
」
を
建
設
し
た
。
生
活

系
及
び
事
業
系
の
生
ご
み
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
残
渣
は
、
こ
の
花
美

館
で
堆
肥
化
さ
れ
て
お
り
、
肥
料

成
分
と
し
て
は
高
品
質
の
堆
肥
で

あ
り
、
年
間
約
3
0
0
ト
ン
の
生

産
堆
肥
は
町
有
の
緑
地
で
利
用
し

て
い
る
。
漁
業
で
は
ホ
タ
テ
の
養

殖
が
盛
ん
で
、
そ
の
う
ち
水
面
漁

業
で
は
ヒ
メ
マ
ス
の
孵
化
・
放
流

が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
産
加
工
か

ら
発
生
す
る
大
量
の
食
品
廃
棄
物

か
ら
、
海
の
華
で
年
間
3
’
5
0
�

0
ト
ン
の
堆
肥
が
生
産
さ
れ
、
有

機
農
法
用
と
し
て
各
農
家
へ
販
売

さ
れ
て
い
る
。
�

　
１５
日
　
滝
川
市
「
リ
サ
イ
ク
リ

ー
ン
」
　
滝
川
市
の
2
市
3
町
で

構
成
す
る
、
広
域
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
「
リ
サ
イ
ク
リ
ー
ン
」
で

は
、
9
万
5
千
人
を
対
象
と
し
た
、

2
万
1
’
3
1
9
ト
ン
の
一
般
廃

棄
物
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
総

量
が
6
’
9
5
3
ト
ン
あ
る
う
ち
、

74
・
8
％
が
電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
回
収
さ
れ
、
資
源
化
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
4
％
は
堆
肥
化

さ
れ
資
源
化
さ
れ
て
い
る
。
ど
う

し
よ
う
も
な
い
3．4
％
の
残
渣
物
は
、

最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
ら
れ
、

１７
・
8
％
の
可
燃
ご
み
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
送
ら
れ
資
源
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
施
設

の
一
日
当
り
の
処
理
能
力
は
、
生

ご
み
は
66
ト
ン
、
資
源
選
別
は
18

ト
ン
、
粗
大
ご
み
破
砕
は
12
ト
ン
、

可
燃
ご
み
圧
縮
は
58
ト
ン
の
実
績

を
上
げ
て
い
る
。
建
設
工
事
費
は

約
33
億
円
。
そ
の
う
ち
国
費
は
約

7
億
円
。
ト
ン
当
り
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
、
高
速
メ
タ
ン
処
理

施
設
が
2
万
6
千
円
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
が
2
万
7
千
円
、
中
継

施
設
が
6
千
円
、
他
所
へ
の
焼
却

委
託
料
が
1
万
6
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
�

　
な
お
、
敷
地
面
積
は
約
3
万
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
滝
川
市
か
ら

の
借
地
で
あ
る
。
当
該
施
設
で
は
、

常
に
市
民
と
の
課
題
や
コ
ス
ト
等

の
情
報
共
有
を
図
り
、
安
心
・
安

全
で
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
ご
み

処
理
の
方
向
を
模
索
し
て
い
る
と

し
て
い
た
。
�

議
�
会
�
日
�
誌
�

定
例
会
�

全
員
協
議
会
�

定
例
会
（
一
般
質
問
）
�

定
例
会
（
一
般
質
問
）
�

総
務
常
任
委
員
会
�

定
例
会
（
一
般
質
問
）
�

全
員
協
議
会
�

議
会
広
報
委
員
会
�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
�

総
務
常
任
委
員
会
�

建
設
経
済
常
任
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

全
員
協
議
会
�

決
算
特
別
委
員
会
�

定
例
会
�

日�
24

日�日�日�
2528

月
�

月
�

日�日�日�日�日�日�日�

�����　
２７
日
　
東
京
都
狛
江
市
で
は
、

「
情
報
公
開
」
と
「
議
会
改
革
」

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
た
。
�

　
平
成
15
年
に
市
民
個
人
が
行
政

に
か
か
わ
る
手
続
き
の
基
本
的
な

考
え
方
を
規
定
し
た
「
市
民
協
働

条
例
」
を
制
定
し
、
50
に
及
ぶ
審

議
会
に
、
議
員
を
委
員
と
し
な
く

な
っ
た
経
過
を
聴
い
た
。
ま
た
、

情
報
公
開
す
る
う
え
で
の
会
議
録

の
記
載
事
項
を
定
め
た
「
審
議
会

等
の
会
議
録
の
作
成
に
関
す
る
要

領
」
を
制
定
し
て
い
る
、
と
の
説

明
を
受
け
た
。
�

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成

12
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
取
り

組
み
課
題
と
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
地
方
自
治
法
の
改
正

を
契
機
に
、
議
会
運
営
委
員
会
に

議
会
改
革
小
委
員
会
を
設
置
し
、

現
在
も
本
会
議
・
委
員
会
・
議
会

報
・
請
願
陳
情
・
議
会
経
費
な
ど
、

9
項
目
に
つ
い
て
協
議
中
と
の
こ

と
で
、
三
豊
市
が
今
後
、
議
会
改

革
を
行
う
う
え
で
、
大
変
参
考
に

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
�

　
２８
日
　
山
梨
県
韮
崎
市
で
も
、

「
議
会
改
革
」
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
っ
た
。
�

　
今
年
6
月
議
会
か
ら
一
般
質
問

の
対
面
方
式
を
導
入
、
9
月
議
会

か
ら
は
一
問
一
答
方
式
へ
変
更
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
質
疑
を
追
及

し
て
き
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
委
員

の
複
数
所
属
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
予
算
及
び
決
算
の
審
査
を
財

務
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
行
い
、

他
の
常
任
委
員
会
の
所
属
議
員
が

複
数
所
属
と
し
て
構
成
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
�

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、

議
員
定
数
の
見
直
し
、
議
員
の
審

議
会
委
員
等
へ
の
就
任
の
見
直
し
、

議
会
報
告
会
（
出
前
塾
）
等
の
開

催
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
�

　
委
員
会
の
あ
り
方
、
そ
の
対
応

等
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。
�

　
２９
日
　
総
務
省
市
町
村
課
で
は
、

「
市
町
村
合
併
と
地
方
行
政
改
革
」

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
た
。
�

　
平
成
の
大
合
併
の
進
捗
状
況
と

市
町
村
合
併
推
進
に
関
す
る
主
な

支
援
措
置
・
合
併
補
助
金
の
概
要

説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
合
併
市

町
村
に
伴
う
行
財
政
や
住
民
生
活

の
中
で
、
良
い
点
だ
け
で
な
く
、

悪
く
な
っ
た
点
の
改
善
方
向
、
自

治
体
経
営
の
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
�

　
意
見
交
換
の
中
で
、「
補
助
金
の

適
正
化
法
」
の
見
直
し
運
用
の
状

況
・
合
併
特
例
債
の
利
用
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。
�

���������������　
２７
日
　
千
葉
県
旭
市
で
は
、
防

災
行
政
無
線
統
合
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
21
年
度

の
実
施
状
況
と
低
価
格
落
札
に
よ

る
施
工
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
事

業
概
要
は
、
親
局
1
カ
所
・
再
送

信
局
5
局
・
屋
外
拡
声
子
局

1
1
2
カ
所
・
戸
別
受
信
機
2
3
’

0
0
0
台
（
う
ち
文
字
放
送
対
応

1
5
0
台
聴
覚
障
害
対
象
）
で
、

事
業
費
は
予
定
価
格
約
20
億
円
に

対
し
約
10
億
円
で
落
札
さ
れ
て
い

る
が
、
施
工
や
品
質
は
保
証
さ
れ
、

諸
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
別
受
信

機
は
市
の
責
務
と
し
て
全
戸
に
無

料
配
布
さ
れ
、
受
信
不
良
箇
所
に

は
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
な

ど
、
実
施
設
計
か
ら
基
本
的
に
変

更
は
無
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
�

　
三
豊
市
も
、
低
価
格
落
札
で
あ

り
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
不
安
は

解
消
さ
れ
た
が
、
屋
外
子
局
の
設

置
増
と
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
文

字
放
送
表
示
機
能
の
検
討
も
必
要

で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
る
研
修

で
あ
っ
た
。
�

　
２８
日
　
つ
く
ば
市
に
あ
る
国
交

省
国
土
技
術
政
策
研
究
所
で
、
地

震
及
び
洪
水
関
係
の
実
験
施
設
及

び
成
果
等
研
修
を
行
っ
た
。
三
次

元
大
型
振
動
台
に
よ
る
地
震
時
の

耐
震
研
究
施
設
、
河
川
堤
防
の
土

構
造
研
究
、
橋
脚
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
亀
裂
・
破
壊
な
ど
長
期
的
に
劣

化
す
る
基
礎
研
究
な
ど
行
い
、
現

場
で
の
基
準
改
定
も
含
み
研
究
さ

れ
て
お
り
、
国
の
重
要
な
研
究
機

関
と
し
て
必
要
性
を
認
識
し
た
。
�

　
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
自
主
防

災
組
織
育
成
に
つ
い
て
、
自
治
会

が
結
成
さ
れ
た
所
は
自
主
防
災
組

織
も
結
成
さ
れ
、
そ
の
数
は
81
あ

り
、
現
在
の
組
織
率
は
60
％
で
あ

る
。
各
々
の
組
織
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
体
制
も
充
実
し
、
一
自
治

会
組
織
戸
数
も
1
8
0
戸
前
後
で

あ
り
、
市
か
ら
の
補
助
金
制
度
も

充
実
し
て
い
た
。
�

　
２９
日
　
東
京
都
第
三
建
設
事
務

所
善
福
寺
川
取
水
施
設
は
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
・
住
宅
化
に
よ
る
雨
水
の

早
期
流
入
に
よ
る
水
害
解
消
と
し

て
地
下
34
ｍ
に
54
万
ト
ン
貯
留
で

き
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
調
節
池
の
整

備
を
図
り
安
全
を
確
保
し
て
い
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
三
豊
市
に
防

災
上
必
要
な
整
備
や
組
織
の
育
成

が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
�

▲  東京都第三建設事務所にて

▲  東京都狛江市にて

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
研
修
�

7
月
２７
日
〜
２９
日
�

東
京
都
狛
江
市
・
山
梨
県
韮
崎
市
・
�

総
務
省
�

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
研
修
�

7
月
２７
日
〜
２９
日
�

千
葉
県
旭
市
・
茨
城
県
つ
く
ば
市
・
�

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
・
東
京
都
�

三
観
衛
生
組
合
議
会
�

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会
�

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

総
務
常
任
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
交
代

（
新
）
三
木
　
秀
樹
�

（
旧
）
岩
田
　
秀
樹
�

　
　
　
　
　
　
（
9
月
8
日
付
）
�

　議会ホームページから、議会の日程・議会中継・会議録など多くの情報がご覧いただけます。
本会議情報としては、　審議情報　をクリックすると、定例会・臨時会の議決結果と一般（代表）
質問一覧がご覧いただけます。定例会・臨時会の会議録も公開しており、検索システムを導入し
ていますので、知りたい情報を素早く検索できます。三豊市会議録検索システム　をクリックす
ると、定例会別会議録が閲覧でき、「くわしく検索」画面にきりかえ、ことば（用語）・発言者・
開催日等から検索することにより、会議録の絞り込みも可能です。会議録を閲覧することで、ど
のような審議が行われたかを知ることができます。どうぞ議会ホームページをご覧ください。�

7
月
14
日
〜
16
日
�

北
海
道
洞
爺
湖
町
・
滝
川
市
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
研
修
�

▲一般廃棄物処理施設
　リサイクリーン
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問い合わせ　政策課　☎73－3010▼
�

問い合わせ　秘書課　☎73－3001▼
�

10月1日（木）～23日（金）�

自薦・他薦は問いません。応募用紙に必要
事項記入し、郵送またはEメールで政策課
へ提出してください。�

審査委員会で審査し市長が決定します　　

11月下旬（予定）�

表彰状と記念品を授与します�

〒767-8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地�
三豊市役所　政策部政策課　宛�
Eメール　seisaku@city.mitoyo.kagawa.jp

応募期間�

応募方法�

選考・決定�

表彰の時期�

表彰の方法�

応 募 先�

　ものづくりを通して、産業振興に功績のあった企
業と個人を表彰します。優れた技術（オンリーワン
の技術）や新製品（トップシェアの製品）など、市
の地域経済の発展に寄与している企業やものづくり
に功績のあった人が対象です。�
　地域の活性化に積極的に取り組んでいる皆さん『も
のづくり大賞』にチャレンジしてみませんか！�

　市内における日本一の人や団体を『三豊市日本一
名誉賞』として表彰し、市を挙げてその栄誉を称え
ることにより、全国に誇れる元気なまちづくりをす
すめています。�
　市内に在住または市内にある職場や学校から出場し、
平成20年10月13日以降に日本一を受賞された皆さん、
自薦・他薦は問いませんのでお知らせください。�

▲ 昨年の三豊市日本一名誉賞表彰式�

・市内に在住、在勤、在学している人�
・過去に市内に住んでいた人�
�
10月1日（木）～11月30日（月）必着�
�
最優秀（1作品） 20万円�
優　秀（2作品）各5万円�
佳　作（数作品）各1万円�

応募資格�

応募期間�

入賞賞金�

問い合わせ　総務課　☎73－3000▼
�

問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113▼
�

問い合わせ　政策課　☎73－3010▼
�

3 人　（公共的機関・団体を代表する者、学
識経験者および公募による委員により構成
する予定です）�

・市内在住の人�
・20歳以上の人（10月1日時点）�
・年間8回程度の会議に出席�
　が可能な人�
・生涯学習の推進に熱意がある人�

10月9日（金）～30日（金）（厳守）�

生涯学習課および各地区公民館に設置して
いる応募用紙または任意の用紙に必要事項�
（住所、氏名、生年月日、年齢、性別、職業、
電話番号）と「生涯学習によるまちづくり」
をテーマに400字以内の論文を添えて提出
してください。（郵送可）�

〒769-1593　三豊市豊中町本山甲201番地1�
三豊市教育委員会事務局　生涯学習課　宛�

応募人数�

応募資格�

応募期間�

調査内容の秘密を厳守できる20歳以上の健
康な人（税務、警察、選挙関係者を除く）�

平成22年9月～10月で都合の良い日時�
（別に業務内容の説明会と調査票の提出日
あり）�

4万円程度�
（調査件数に応じて増減）�

10月30日（金）�

応募資格�

調査期間�

報　　酬�

応募締切� 応募方法�

応 募 先�

　生涯学習推進計画に市民の皆さんの意見を反映
するため、計画策定委員を募集します。�

　香川県国民年金基金では、国民年金基金について
の年金相談所を開設します。�
　10月15日（木）　三野町社会福祉センター�
　　　　16日（金）　山本庁舎　2階�
相談時間　午前10時～午後4時�

　平成22年に全国で一斉に実施される国勢調査の
調査員を募集します。�

 国民年金基金とは�
　自営業などの人を対象に、ゆとりある老後を過ごす
ことができるよう、老齢基礎年金に上乗せして年金を
給付する公的な年金制度です。�

 加入できる人は�
　20歳から60歳未満の国民年金第1号被保険者です。（国
民年金の保険料を免除されている人、農業者年金に加
入している人は、加入できません）�

 国民年金基金の5つのメリット�
�
　国民年金基金の老齢年金は、65歳から生涯受けられ
　る終身年金が基本です。�
�
　それぞれの型の掛金は加入時の年齢、性別により掛
　金が決まり、1カ月の掛金はそのまま60歳までずっと
　変わりません。若いほど掛金は安くなります。�
�
　年金額や受取期間、遺族一時金の有無、受取開始年
　齢等の違う7つの年金の特長を組み合わせ、自分だけ
　の年金プランを設計できます。また加入後も加入の
　口数を増減できます。�

�
　基金に加入していた人が、万が一早期に亡くなった
　場合、家族に遺族一時金が支給されます。掛け捨て
　にはなりません。（Ｂ型は除く）�
�
　国民年金の保険料と同じく掛金の全額が社会保険料
　控除に。所得税や住民税が軽減され、たいへん有利
　です。�
＊配偶者や家族の国民年金基金掛金を負担したときは、
　負担した人がその保険料額を申告することができま
　すので、お忘れのないように！�

 国民年金本体の保険料納付もお忘れなく！�
　国民年金の保険料が未納となった場合、その未納と
なった期間については基金の掛け金を納付していたと
しても、年金または遺族一時金が支給されません。�

※他の統計調査調査員も�
　随時募集しています。�

すべてを�
満たす人�

問い合わせ　香川県国民年金基金　　　0120－65－4192▼
� ローゴ　ヨイクニ�

年金相談を開設します�

※詳しくは、今月号の広報と一緒に配布した�
　募集チラシをご覧ください。�

　＜プロフィール＞�
・1964年  岡山県生まれ�
・主な代表作　「Woman」「You And I」�
・主な提供曲　ZOO、EXILE「Choo Choo TRAIN」�
　　　　　　　BLACK BISCUITS「Timing」�
　　　　　　　NHKおかあさんといっしょ�
　　　　　　　「ぼよよん行進曲」「まんまるスマイル」�
　　　　　　　愛知県愛西市の歌�
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　5月および6月の広報みとよでお知らせしたとおり、市県民税の公的年金からの特別徴収制度（年金天引き）がはじま
ります。天引き額等については、6月に届いている納税通知書の3枚目に税額明細書がありますので、ご確認ください。�

　合併処理浄化槽は、正しい使い方と適正な維持管理をすれば、下水道と同程度の汚水処理能力があります。しかし、
点検や清掃を怠ると、汚物が側溝に流れ出たり悪臭が発生して隣近所に迷惑をかけたりします。�
　いま一度、ご自宅の浄化槽を点検しましょう。また、補助制度を利用して浄化槽を設置し、みんなで美しい水環境を
守りましょう。�

　市営墓地の墓所使用者の公募を行います。墓所の使用を希望される人は、墓所使用許可申請書に必要書類を添えて
お申し込みください。�

　保険や年金、道路、社会福祉など国の仕事について、苦情や意見・
要望をお持ちの人はいませんか。�
　総務大臣から委嘱された行政相談委員が、皆さんからの苦情など
をお聞きし、解決の促進や、行政運営の改善を図っています。�
相談は無料で、秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。
（今月の行政相談は35ページをご覧ください）�

問い合わせ　税務課　☎73－3006

▲
�

問い合わせ　総務課　☎73－3000

▲
�

問い合わせ　水処理課　☎72－5667

▲
�

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007

▲
�

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007 または各支所市民サービス課�

▲
�

または、四国行政評価支局行政相談課　☎087－831－3103

高瀬町（平池）�

山本町（西上）�

三野町（北村）�

豊中町（南）�

詫間町（塩生）�

仁尾町（古江上）�

財田町（久保の下）�

池 田　耕 二�

森 川　元 一�

森　　　  登�

十 鳥　茂 義�

若 宮　晴 �

塩 田　富 雄�

神 山　　 正�

※ 収集曜日は各地区によって異なりますので、各戸に配布されるチラシ等でご確認ください。�
※ 財田地区は、他の品目の収集曜日も変更になります。�

（敬称略）�行政相談委員

プラスチック製�
容器包装�

平成21年�
9月まで� 平成21年10月から�

月2回�

月2回�

月3回�
（第1・2・4週目）�

月1回�
（第3週目）�

《 記 載 例 》�

二重線内に記載された金額が年金天引き対象額です。�
平成22年4月分以降の額は、平成22年度市県民税の仮徴
収額です（2月天引き分と同額ずつ引き落とされます）。�

10月5日（月）～19日（月）　※土・日曜、祝日は除く�
環境衛生課または各支所市民サービス課�
久保谷霊園（三野町大見甲7106番地1）   6区画　　1区画4.25㎡�
詫間中央霊園（詫間町詫間7053番地1） 19区画　18区画3.00㎡、1区画7.18㎡�
久保谷霊園　　300,000円�
詫間中央霊園　402,000円（3.00㎡）、682,060円（7.18㎡）�
市内に本籍がある人または市内に1年以上住所がある人�
希望区画が競合したときは抽選�

※申請書は環境衛生課または各支所市民サービス課にあります。�
　必要書類や墓所の位置等、詳細はお問い合わせください。�

公 募 期 間�
受 付 場 所�
区　　　画�

永代使用料�

申し込み資格�
選 考 方 法�

個人の土地（宅
地・田んぼの
一画など）に
墓所を設ける
ことはできま
せん�

合併処理浄化槽を�
正しく使いましょう�

環境省HPより�

　集落排水施設の使用料は、基本使用料と世帯人数
によって決まります。世帯人数に変更があった場合
は使用人員変更届を提出しましょう(変更届には印鑑
が必要です)。�
　集落排水施設は、上高瀬第一地区（高瀬町)、大見
地区(三野町)、潟満・大浜・上新田地区(詫間町)、北
草木地区(仁尾町)です。�

①専用住宅に合併処理浄化槽を新たに設置新たに設置する場合、
　補助金を1010万円増額万円増額しています。�
�
②専用住宅の単独処理浄化槽の撤去費用を上限撤去費用を上限2020万
　円まで補助　円まで補助しています。�
　※撤去費用が20万円に満たない場合は、実際にか
　かった費用の千円未満を切り捨てた額を補助します。�

※平成23年度までの期限付き事業�
※販売および賃貸目的の専用住宅は対象外�

　年1回義務付けられている回義務付けられている合併処理浄化槽の法定法定
検査の費用を市が全額負担検査の費用を市が全額負担しています。(社)香川県浄
化槽センターか
ら送付される法
定検査受験案内定検査受験案内
の往復はがきをの往復はがきを
返信して受験返信して受験し
てください。�

※検査料のご本人負担はありません。�

！�

《収集回数の変更》�

紙製容器包装�

！�
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　家庭のさまざまな事情で保護者と一緒に暮らせ
ない子どもを自分の家庭に迎え入れ、保護者にか
わって健やかに養育してくださる里親を求めてい
ます。（ドレミファミリーは、香川県での養育里親
の愛称です）�

　子どもに関する悩み、心配ごとの電話相談室です。�
例えば、しつけで困っている。友達ができにくい。
学校へ行きたがらない・・・。その他、子どもの
ことなら何でもご相談ください。ひとりで悩まず、
話し合いながら一緒に考えましょう。�
　専任の相談員がお受けします。秘密厳守します。�

　私には5歳・3歳・9カ月の子
どもがいます。マッチングの時
に初めてまかせて会員の家に連
れて行ったのですがたくさん玩
具も準備してくれていてすぐに
その家の雰囲気になじめました。
　毎日 3 人の子どもを家で見て
いたらイライラすることばかり
ですが、その話も聞いてくれ良
き相談相手としても私は利用し
てとても良かったです。�

  民生委員児童委員・主任児童委員や地域のボランティアの皆さんに支えていただきながら、共に子育て
を応援しています。いつでも気軽に参加してください。�

　私は看護師の仕事をしています。
仕事で夜遅くなることも多くタ
クシーでの送迎を利用してきま
した。今ではファミサポで紹介
してくれたまかせて会員が食が
細い我が子のために夕食に好む
ものを作ってくれたりお孫さん
と姉妹のようにお風呂に入れる
ことがすごく楽しいようです。
　一度は仕事を辞めようとも思
いましたがファミサポに相談し
て良かったです。まかせて会員、
そのご家族みんなが私たち親子
を迎えてくれていることに感謝
しています。�

　活動を初めて1年4カ月。学童
と保育所に迎えに行き、その後両
親が仕事から帰ってくるまで預か
っています。子どもの笑顔を見る
とその日の疲れも忘れるくらい楽
しくなります。子どもには1人ず
つ年齢に合った関わり方をし、両
親に対してもその日あった出来事
を十分に話し安心感を持ってもら
えるよう心がけています。仕事と
はいえ、親戚でもないまかせて会
員に預けるのは大変な覚悟だと思
います。感謝の言葉に甘んじるこ
となく今後もしっかりと子どもた
ちを見守っていきたいと思います。�

講師：中橋恵美子氏（NPO法人わははネット理事長）�

問

答

迷惑をかけ
るかも。�

心配しない
で。子どもはす
ぐになじみます。�

問

答

まかせて会
員をたくさん紹
介して。�

子どもと、
まかせて会員の
良い関係が前
提です。�

問

答

緊急時や病
後の子どもも頼
みたい。�

まだ技能・
技術を養成して
いません。今後
の検討課題です。�

問

答

事故が不安。�

ファミサポが
保険に加入して
いますが、未然
に防ぐ工夫をし
ましょう。�

問

答

市が振り込
みしてほしい。�

支え合いの
事業ですから、
当事者間での支
払いが原則です。�

問

答

料金が高い。�

大切な子ど
もを預けるので
す。いろいろな
支援をうまく利
用しては。�

ヨ イ コ ニ �

月曜日～土曜日　9：00～21：00

（日曜日・祝日・年末年始はお休みです）�

　県では、児童福祉施設に入所している
児童に、週末などの短期間に家庭生活を体験して
もらう「週末ホームステイ事業」を実施しています。
その家庭（ファミリー）も募集しています。�

問い合わせ�
県子ども女性相談センター　☎ 087 －862 －8861�
西部子ども相談センター　　☎ 0877 －24 －3173

問い合わせ�
県子ども女性相談センター　☎ 087 －862 －8861

　電車や公共の場で泣いていたら

非常に迷惑な顔をされることって

ありますよね。それは「泣く」の

が騒音だと思うからです。泣く＝

迷惑とネガティブに子育てをとら

えるからこそ世間は少子化なんです。預かる側も「元

気がいいね。生まれてきてくれてありがとう」という

気持ちで預かってもらいたい。預けて良かった、預か

って良かったという関係、そして笑顔に触れ合える活

動こそがファミサポなんだと思います。�

　ファミサポ利用券の支給は全国を見ても非常に少な

いです。子育てしやすい環境づくりということで三豊

市のファミサポは非常に進んでいる、努力されている

なと感じます。この事業をまずは軌道にのせ、地域間

での支え合いの仕組みを皆さんが主役として雰囲気づ

くり、まちづくりをしてもらいたいと思います。�

　会員相互の交流会が豊中町福祉会館で行われました。会員や一般の親子33
組が参加し、活動報告・利用者の事例報告・ファミサポの仕組み等について会
員同士で話し合い、より利用しやすくするためのさまざまな意見を出し合いました。�
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ば
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。�

　
　
麻
地
域
を
歩
い
て
い
る
と
竹
が
多
く
生

え
て
い
ま
し
た
ね
。
次
は
、
こ
の
竹
を
使
っ

て
活
動
し
て
い
る
竹
炭
工
房（
③
）を
見
に
行

き
ま
し
た
。
間
引
き
を
し
た
竹
を
捨
て
ず
に

再
利
用
し
、
エ
コ
環
境
を
す
す
め
な
が
ら
夫

婦
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
ね
。�

　
　
工
房
は
見
晴
ら
し
も
抜
群
だ
し
、
空
気

も
さ
わ
や
か
で
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
だ
わ
。�

　
　
昼
食
会
場
の
麻
公
民
館（
④
）へ
着
い
た

の
は
午
後
1
時
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

屋
口
か
ら
三
豊
市
に
入
り
、
麻
部
神
社
、
竹

炭
工
房
、
麻
公
民
館
で
昼
食
を
し
、
菓
子
店
、

産
直
市
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
う
ど
ん
店

な
ど
、
地
域
の
お
店
を
巡
り
な
が
ら
、
幸
せ

い
っ
ぱ
い
腹
い
っ
ぱ
い
で
満
足

の
コ
ー
ス
で
し
た
。�

　
　
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
は
朝
か
ら

人
が
い
っ
ぱ
い
い
た
わ
。�

　
　
次
に
行
っ
た
牛
屋
口（
①
）

は
坂
本
竜
馬
も
歩
い
た
と
い
わ

れ
、
ま
る
で
江
戸
時
代
の
よ
う

な
雰
囲
気
だ
っ
た
よ
。�

　
　
大
麻
山
を
越
え
て
最
初
に

行
っ
た
の
は
通
称
「
ひ
ょ
ん
の

宮
」
と
言
わ
れ
る
麻
部
神
社

（
②
）。
阿
波
の
国
か
ら
き
た

忌
部
一
族
が
麻
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
麻
部

神
社
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

地
元
の
お
肉
屋
さ
ん
か
ら
、
人
気
の
ホ
カ
ホ

カ
コ
ロ
ッ
ケ
が
届
い
て
い
て
、
お
弁
当
と
一

緒
に
食
べ
ま
し
た
。�

　
　
サ
ク
サ
ク
し
て
お
い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
だ

っ
た
。
お
腹
が
満
腹
に
な
っ
た
よ
。�

　
　
休
館
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
館
長
さ
ん

が
世
話
を
し
て
く
れ
、
温
か
い
人
柄
が
感
じ

ら
れ
た
わ
。�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、�

Ｊ
Ｒ
琴
平
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

で
三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

　
　
今
回
は
、
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
参
道
か
ら

大
麻
山
を
越
え
、
高
瀬
町
麻
地
域
を
巡
る
約

14.

5
km
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
琴
平
駅

を
出
発
し
、
旧
伊
予
・
土
佐
街
道
に
あ
る
牛

　
　
年
間
通
じ
て
、
お
花
見
や
七
夕
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
る
ん
だ
っ
て
。
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
わ
。�

　
　
最
後
は
、
明
治
43
年
創
業
の
う
ど
ん
屋

さ
ん（
⑧
）へ
行
き
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
製

法
を
守
り
続
け
て
い
る
麺
は
、
こ
し
が
あ
っ

て
お
い
し
か
っ
た
わ
ね
。�

　
　
だ
し
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
お
店

自
慢
の
冷
や
し
ぶ
っ
か
け
は
最
高
だ
っ
た
よ
。�

　
　
今
回
は
琴
平
駅
開
業
1
2
0
周
年
と
い

う
こ
と
で
琴
平
か
ら
三
豊
市
に
入
り
、
麻
地

域
を
見
て
、
触
れ
て
、
食
べ
て
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
た
コ
ー
ス
で
し
た
。
秋
は
ウ
ォ
ー
ク

に
最
適
の
季
節
で
す
。
今
後
も
市
内
各
地
の

ポ
イ
ン
ト
を
コ
ー
ス
に
し
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
大
麻
山
の
裾
野
を
中
心
に
広
が
っ
た

麻
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
米
・

野
菜
・
果
物
と
お
い
し
い
農
産
物
が
豊

富
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
守
り

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
麻
部
神
社
を

中
心
に
残
る
昔
な
が
ら
の
商
店
で
は
、

今
も
そ
の
ま
ま
の
味
を
継
い
で
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
麻
地
域
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。�

地
元�

 

遠
山
元
久
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

�

⑦ 三豊国際交流センター�

③ 竹炭工房�

⑥ フレッシュあさの市�

④ 麻公民館�

② 麻部神社�

※
Ｊ
Ｒ
高
瀬
駅
か
ら
は
、
高
瀬
線
、�

　
財
田
高
瀬
線
、
高
瀬
観
音
寺
線
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
Ｊ
Ｒ
琴
平
駅
へ
は
、
山
本
線
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
　
次
は
、
名
物
の
お
ぼ
ろ
饅

頭
が
あ
る
お
菓
子
屋
さ
ん（
⑤
）

に
行
き
ま
し
た
。�

　
　
私
た
ち
が
行
く
時
間
に
合

わ
せ
て
作
っ
て
く
れ
て
い
た
か

ら
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
で
お
い
し

か
っ
た
よ
。�

　
　
名
物
の
お
ぼ
ろ
饅
頭
の
ほ

か
、
突
然
に
わ
ら
び
も
ち
ま
で

い
た
だ
い
て
嬉
し
い
か
ぎ
り
…
。�

　
　
高
瀬
川
沿
い
を
通
り
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
あ
さ
の
市（
⑥
）で

地
元
の
果
物
や
野
菜
を
品
定
め
。

農
家
の
人
が
心
を
込
め
て
作
っ

た
品
物
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
し
た
ね
。�

　
　
こ
こ
に
は
7
月
〜
8
月
の

季
節
限
定
「
桃
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」

が
あ
る
ん
だ
っ
て
。�

　
　
お
漬
物
の
素
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
も
ら
っ
て
、
新
鮮
キ
ュ
ウ

リ
を
買
っ
た
よ
。�

　
　
次
は
、
外
国
人
の
先
生
が

お
茶
の
接
待
を
し
て
く
れ
た

三
豊
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
⑦
）

へ
行
き
ま
し
た
。
お
話
や
ゲ
ー

ム
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
ね
。�

　
　
建
物
の
雰
囲
気
も
外
国
の

よ
う
だ
し
、
外
国
へ
旅
行
し
て

い
る
み
た
い
だ
っ
た
よ
。�

ま
つ�

ま
ん�

じ
ゅ
う�



はつらつ人生・さわやかふれあい�はつらつ人生・さわやかふれあい�
　財田町Ｂ＆Ｇ海洋センターで「第19回明正クラブ運動会」
が開催され、財田町内で65歳以上の317人が参加しました。
この運動会は、企画・準備から当日の運営まで、すべて自
分たちで行っています。�

おだんごコロコロお月見団子�
　麻幼稚園4歳児20人がお月見だんごづくりをしました。
ニンジン、カボチャ、ホウレンソウ入り、赤黄緑の3色の
お団子をコロコロ。ほかの組のお友だちの分もたくさん作
りました。�

　詫間中学校北隣の建設地で、工事関係者や地権者など約
30人が出席して工事の無事を祈りました。新しく建てら
れる屋内運動場の屋根には、50cm×3.8ｍの太陽光パネル
が464枚取り付けられ、発電した電気は学校の電源の一部
として使われます。竣工は来年3月の予定です。�

地域の皆さんと一緒に芋掘り�
　詫間幼稚園の園児が須田の畑で芋掘りをしました。�
　このお芋は、地域でさまざまな交流活動をしている「須
田ボランティアの会」の皆さんと一緒に、5月につる挿
しをしたものです。出来は上々！園児たちは、会の皆さ
んに手伝ってもらいながら、大きなお芋を掘りました。�

一緒に収穫できる喜び�
　豊中幼稚園5歳児約90人が、笠田
高校中央農場でナシ狩りをしました。
収穫したナシは、交流事業の一環で5
月に一緒に袋がけをしたものです。
自分の名前が書かれた袋に包まれて
大きく育ったナシを、お兄さんお姉
さんたちに手伝ってもらいながら、
大切に収穫しました。�

地元の食材を楽しもう�
　地域との連携事業の一環として、笠
田高校2年生が高瀬茶を使ったレシピ
を考案し、親子料理教室が行われまし
た。約20人が参加して、CHAわん蒸し、
あじのお茶パン粉焼きなど計5品をつ
くりました。�

香川オリーブガイナーズ『三豊市の日』�香川オリーブガイナーズ『三豊市の日』�

おじいちゃん �
おばあちゃん�
いつもありがとう�
　河内幼稚園では、幼稚園開放日に地域のお年寄りを招い
てふれあい活動を行っています。この活動を始めて、今ま
で以上に園児たちに心の豊かさが見られるようになりました。�

力強く操法を�
披露�

した。団員は5カ月にも及んだ厳しい訓練の成果を十分に
発揮し、力強く操法を披露しました。�

　高松市生島町の
消防学校で香川県
消防操法大会が開
催され、三豊市消
防団を代表して高
瀬方面隊がポンプ
車の部に出場しま

大盛況！「たからだ米」新米まつり�

国宝の寺・本山寺本堂を特別公開�

　たからだ米の新米まつりが、道の駅「たからだの里さいた」
物産館前で行われました。イベント価格で販売するとあって、
開始1時間ほど前から行列ができはじめ、限定1,000袋の米
は30分で完売！並んでいたのに買えなかった人たちは、残
念そうに試食のおむすびをほおばっていました。�
　豊かな水と有機質肥料を使って栽培した「たからだ米」は、
道の駅「たからだの里さいた」物産館で販売しています。�

　神奈川県の日産ス
タジアムで開催され
た「第25回全国小学
生陸上競技交流大会」
女子80メートル障害
で、近藤朱夏さん（麻
小6年）が、13秒21
で6位入賞しました。�

入賞おめでとう！�

　粟島開発総合センターで「粟島ふる里劇団」秋の演芸まつりが開催されま
した。手作りのかつらや衣装を身につけ、舞台メイクをほどこして舞台に立つ
姿は、まさに俳優さながら。それぞれに得意の歌謡舞踊や口上を披露しました。�
　北陽のお二人もやってきて�
収録されたこの日の様子は、�
11月23日（月・祝）19時～19�
時54分にＫＳＢ瀬戸内海放送�
「瀬戸内の島で発見！ ウソの�
ような本当の話」で放映され�
ます。お楽しみに！�

粟島でイケメン人気スターを発見！（ＫＳＢ瀬戸内海放送番組収録）�

詫間中学校屋内運動場改築工事安全祈願祭�

　香川まちめぐりてくてくさぬき「国宝の寺・本山寺を味わう」
が本山寺で開催され、本山寺本堂の内部が公開されました。
真鍋県知事や市長をはじめ約60人の参加者は、本尊が納めら

れている厨子や木 造 愛 染 明 王 坐 像、五重塔の内部など、
ふだんは見ることのできない貴重な文化財を見学しました。�

ずし� もくぞうあいぜんみょうおう ざ ぞう�

　四国・九州アイランドリ
ーグ2009『香川オリーブ
ガイナーズ対愛媛マンダリ
ンパイレーツ』の公式戦が
「三豊市の日」として、観音寺
市総合運動公園で開催され、
市長の始球式で試合開始！
試合は、1対1の引き分けに
終わりましたが、地元の野
球少年たちは、試合を間近
で見れて大喜びでした。�


